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施設の老朽化対応についての基本方針（一部抜粋）

現地調査等に基づく修繕計画 佐賀大学

・施設の現状調査結果を考慮した中期的修繕計画を策定、適切な維持管理を実施。

・機器の仕様・耐用年数等を基に、設備の修繕計画を策定し、予防保全を推進。

・修繕計画表において、施設の仕様・劣化状況・改修歴等の情報を確認可能。

（中長期修繕計画について）

・次世代へ継承すべき資産である施設の長寿命化・安全安心な施設の

確保のための劣化防止（予防保全），劣化部分の改善等に寄与すべく

中期的修繕計画を策定する。

・建物の長寿命化・危険防止に直結する外部（防水・外壁・建具）と，

使用頻度が高い割に見直しが遅れているトイレを対象に調査を行い，

中期的修繕計画を策定。

・この調査における対象は延べ面積３００㎡以上の建物とし，３００㎡

未満の建物及び調査対象の建物についても逐次調査並びに見直しを図

ることとする。

（施設についての基本方針）

・大学施設の効果的・効率的運用と管理を図るため，キャンパス全体に

ついて，中長期的視点から施設マネジメントを行う。

・施設等の機能を確保するため，経営的視点を取り入れた施設マネジメ

ントを推進する。

・施設等の維持管理について中期的修繕計画を策定する。

屋上防水の修繕計画例 ○現地調査の判定による事業年次の優先度を考慮して計画。




